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に
協
力
す
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
メ
ー
カ
ー
と
し
て
協
力

す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
。

　

「
ブ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
ス

タ
ジ
オ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で

使
わ
れ
て
い
る
「
共
創
」
の

手
法
を
学
び
な
が
ら
「
正
解

の
な
い
問
い
に
、
と
も
に
挑

む
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
東

京
大
学
と
博
報
堂
が
実
施
す

る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
参

加
者
は
発
想
と
議
論
を
繰
り

返
し
、
社
会
に
役
立
つ
ア
ク

シ
ョ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
創
造

す
る
。

　

今
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

４
月
19
日
～
７
月
12
日
ま
で

の
期
間
中
、「『
手
ざ
わ
り
』

か
ら
ブ
ラ
ン
ド
を
創
る
」
を

テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
る
。

　

ポ
ー
ラ
・
オ
ル

ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で

化
粧
品
の
既
存
の
枠
を
超
え

た
新
価
値
創
出
を
狙
う
「
マ

ル
チ
プ
ル
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
」（
Ｍ

Ｉ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
共
創
の
ス
キ

ル
を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
東
京
大
学
×
博
報
堂 

ブ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
」

　

参
加
者
は
、
東
大
教
養
学

部
１
～
２
年
生
、
東
京
藝
術

大
学
学
生
、社
会
人
な
ど
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
現

役
広
告
会
社
社
員
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、
ポ

ー
ラ
・
オ
ル
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

向
け
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
の

ア
イ
デ
ア
を
創
出
す
る
。

　

多
様
な
リ
サ
ー
チ
や
議
論

を
通
し
手
ざ
わ
り
を
多
面
的

に
捉
え
直
す
こ
と
で
、
化
粧

品
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

を
構
築
し
、
実
際
の
サ
ー
ビ

ス
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ア
イ

デ
ア
創
出
を
行
う
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
は
、
グ
ル
ー
プ

会
社
で
あ
る
ポ
ー
ラ
化
成
工

業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
サ
ー

年
よ
り
日
本
製
「
雪
肌
精
」

の
販
売
を
同
国
で
開
始
し
て

い
る
。

　

今
回
、
馳
名
商
標
と
し
て

認
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

同
社
は
、「『
雪
肌
精
』
の
20

年
以
上
に
及
ぶ
中
国
で
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
ン
グ
活
動
に
も

と
づ
く
、
中
国
全
域
の
消
費

者
へ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
浸

透
が
評
価
さ
れ
た
も
の
」
と

説
明
し
て
い
る
。

チ
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
技
術

メ
ン
タ
ー
と
し
て
参
加
し
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
触

導
す
る
企
業
へ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
４
カ
年
の
中

期
経
営
計
画
「
Ｋ
20
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
花
王
グ
ル
ー

プ
は
、
２
年
目
と
な
る
２
０

１
８
年
、
事
業
の
持
続
的
な

成
長
と
社
会
の
持
続
性
の
た

め
、
環
境
（
Ｅ
ｎ
ｖ
ｉ
ｒ
ｏ

ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）、
社
会
（
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
）、
ガ
バ
ナ

ン
ス
（
Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｎ

ｃ
ｅ
）
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
企

業
イ
メ
ー
ジ
を
醸
成
す
る
た

め
の
新
た
な
キ
ー
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
「
き
れ
い
を
、
こ
こ
ろ

　

つ
い
最
近
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
支
援
企

業
と
コ
ス
メ
ア
プ
リ
の
開

発
・
運
営
を
行
う
企
業
を

取
材
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
、
両
社
か
ら
今
後
の
Ａ

Ｉ
活
用
に
関
す
る
興
味
深

い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。

　

今
や
最
も
旬
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
だ

が
、
複
数
の
画
像
・
写
真

の
中
か
ら
ど
れ
が
最
も

「
い
い
ね
」
が
得
ら
れ
る

の
か
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の

ア
カ
ウ
ン
ト
運
用
担
当
者

に
と
っ
て
、
そ
こ
が
悩
み

の
種
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。

　

多
数
の
大
手

メ
ー
カ
ー
を
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
に

持
つ
前
述
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
支
援
企
業
は
、「
今

ち
ょ
う
ど
実
験
段
階
」
と

前
置
き
し
つ
つ
、「
近
い

将
来
に
は
Ａ
Ｉ
の
活
用
で

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
画
像

が
自
動
判
定
で
き
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

　

こ
の
企
業
で
は
、
国
内

全
業
種
の
中
か
ら
約
４
０

０
０
～
５
０
０
０
に
及
ぶ

主
要
企
業
・
ブ
ラ
ン
ド
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
投

稿
内
容
を
過
去
13
カ
月
に

遡
っ
て
検
索
・
分
析
で
き

る
ク
ラ
ウ
ド
ツ
ー
ル
を
展

開
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
膨
大
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
、
デ

ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
Ａ
Ｉ
技
術
を
掛
け
合
わ

せ
て
「
い
い
ね
」
が
多
か

っ
た
投
稿
と
画
像
の
関
連

性
を
数
値
化
す
る
こ
と

で
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
判

定
の
画
像
レ
コ
メ
ン
ド
機

能
が
実
現
で
き
る
そ
う
だ
。

　

一
方
、
国
内
最
大
級
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
ユ
ー
ザ
ー
数

を
誇
り
、
Ａ
ｐ
ｐ
Ｓ
ｔ
ｏ

ｒ
ｅ
総
合
無
料
ラ
ン
キ
ン

グ
で
１
位
を
獲
得
し
た
コ

ス
メ
ア
プ
リ
の
開
発
・
運

営
を
行
う
企
業
で
は
、「
閲

覧
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
年
齢

層
と
お
気
に
入
り
ブ
ラ
ン

ド
な
ど
個
々
の
属
性
に
応

じ
て
ア
プ
リ
起
動
時
に
表

示
さ
れ
る
情
報
や
内
容
を

最
適
化
す
べ
く
、
Ａ
Ｉ
の

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
精
度
を
さ

ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
に
な
る
」
と

語
っ
て
い
た
。

　

ア
プ
リ
の
メ
イ
ン
ユ
ー

ザ
ー
は
、
メ
ー
ク
や
化
粧

品
に
興
味
を
持
ち
始
め
る

10
代
が
圧
倒
的
に
多
い
。

し
か
し
、
こ
う

し
た
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
よ
っ
て
20

代
～
30
代
の
年

代
に
も
合
っ
た

コ
ス
メ
ア
プ
リ

へ
と
進
化
す
れ
ば
、
ユ
ー

ザ
ー
の
さ
ら
な
る
拡
大
が

期
待
で
き
る
と
い
う
。

　

こ
の
ア
プ
リ
を
開
発
し

た
の
は
大
学
生
で
、
彼
か

ら
今
回
直
接
話
を
聞
く
こ

と
で
、
ま
す
ま
す
Ａ
Ｉ
の

将
来
性
を
感
じ
た
。　
（
之
）

Ａ
Ｉ
活
用

ン
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

本
件
は
環
境
省
の
補
助
事

業
案
件
で
あ
り
、
花
王
の
地

域
特
性
に
応
じ
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大

や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
へ
の
投
資
促
進
方
針
が

評
価
さ
れ
た
。

　

コ
ー
セ
ー
は
、

中
国
に
お
い
て
、

２
０
１
７
年
12
月
20
日
付

で
、「
雪
肌
精
」（
中
国
商
標

登
録
第
６
８
９
２
９
３
号
、

１
０
０
８
６
８
７
０
号
）
と

「
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」（
中

国
商
標
登
録
第
１
３
５
２
６

５
４
号
）が
馳
名（
ち
め
い
）

商
標
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

　

同
社
は
、
１
９
８
７
年
に

中
国
に
進
出
し
、
１
９
９
５

　

花
王
グ
ル
ー
プ

の
愛
媛
工
場
は
、

昨
年
よ
り
準
備
を

進
め
て
き
た
太
陽

光
発
電
設
備
の
運

用
を
１
月
22
日
よ

り
開
始
し
た
。

　

２
０
１
７
年
に

竣
工
し
た
生
産
棟

の
屋
根
に
パ
ネ
ル

発
電
容
量
３
３
４

kW
の
太
陽
光
発
電

設
備
を
導
入
し
た

も
の
で
あ
り
、
年

間
約
３
３
７
Ｍ
Wh

の
発
電
に
よ
り
年

間
で
約
１
９
５
ト

に
。
未
来
に
。」
と
設
定
。

今
後
は
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
も
と
で
花
王
ら
し
い
Ｅ
Ｓ

Ｇ
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

　

「
花
王
統
合
レ
ポ
ー
ト
２

愛媛工場で太陽光発電設備の運用を開始
花 

王

コーセー
「
雪
肌
精
」「
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
」が

中
国
で
馳
名
商
標
に
認
定

　

花
王
は
４
月
17

日
、
株
主
・
投
資

家
を
は
じ
め
と
す

る
す
べ
て
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

向
け
て
「
花
王
統

合
レ
ポ
ー
ト
２
０

１
８
」
を
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
公
開

し
た
。
な
お
、
冊

子
版
に
つ
い
て

は
、
日
本
語
、
英
語
版
と
も

に
５
月
に
発
行
す
る
予
定
だ
。

　

２
０
１
７
年
よ
り
「
自
ら

変
わ
り
、
そ
し
て
変
化
を
先

覚
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
う
。
す
ぐ
れ

た
ア
イ
デ
ア
は
、
ポ
ー
ラ
・

オ
ル
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
に
て
活

用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

く
。

０
１
８
」
で
は
、
持
続

的
な
利
益
あ
る
成
長
に

向
け
た
事
業
戦
略
と
、

そ
れ
を
支
え
る
基
盤
、

社
会
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
貢
献
に
向
け

た
活
動
を
関
連
づ
け
て
報
告

す
る
こ
と
で
、
花
王
の
企
業

価
値
や
、
中
長
期
的
な
成
長

戦
略
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
こ
と
を
目
指
し
た
。

東
大
×
博
報
堂
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
協
力

ＭＩＲＣ

花 

王

統合レポート２０１８を公開


